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骨密度に影響を及ぼす要因に関する検討

―和歌山県一地域における骨密度調査より―

上田 晃子 吉村 典子 森岡 聖次

笠松 隆洋 木下 裕文 橋本 勉

　和歌山県美山村において総合的な地域健康管理をめざしてコホート集団を設定し，健康と生活習慣に関す

る質問調査を行った。この集団を対象に中高年の骨密度に影響を及ぼす要因を明らかにすることを目的に

400人（40～79歳）を抽出し，DXA法を用いて腰椎および大腿骨頸部の骨密度を測定した。

　週1時間以上の運動習慣を有する者は，運動をほとんどしない者に比べて70歳代女性で腰椎および大腿骨

頸部の骨密度は有意に高値を示した。一方，1日の歩行時間が1時間以上の者の腰椎骨密度は1時間未満の

者に比べて40歳代男性，50歳代女性で低値を示した。牛乳摂取状況，喫煙状況別にみた骨密度は，有意差を

認めなかった。60歳代，70歳代男性では飲酒習慣を有する者の大腿骨頸部骨密度は飲酒習慣のない者に比べ

て有意に高値であった。

　女性の出産歴，月経状況と骨密度との関連については，出産回数の多い60歳代女性の大腿骨頸部骨密度

は，少ない者に比べて有意に高かった。初潮が早い女性では，初潮が遅い者に比べて腰椎および大腿骨頸部

骨密度は50歳代で有意に高値を示したが，60歳代，70歳代では差を認めなかった。閉経前女性と自然閉経後

の女性の骨密度を年齢をマッチングさせて比較すると，閉経後群の骨密度は閉経前群と比べて有意に低かっ

た。

　骨密度を外的基準とする数量化理論I類による分析の結果，年齢および女性の閉経の影響が大きかった

が，飲酒および女性の運動は骨密度を増加させる方向に働き，生活要因から骨粗鬆症予防の可能性が示唆さ

れた。
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